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情報公開の推進と住民参加のまちづくりについて

防災について

改修整備された畜舎の再活用の考えはないか。

市政運営の指標は。

財政効果と健全化判断比率は。

給与の適正状況は。

指定管理、民間委託の推進状況は。

流末被害対策は。（安国寺地区、松原地区）

急傾斜地崩壊対策事業について

平成２２年　第２回　国東市議会定例会

1

一　　般　　質　　問　　通　　告　　書

集落営農の維持が難しくなっているが、対策は。

質　問　事　項

新教育長の所信をお聞きしたい。

集落での市政懇談会の計画は。

ハザードマップの広域図が作れないか。

地震対策、活断層について

豪雨対策として、老朽溜池、用排水路の改善は。

人口減少にどう対応し、どのような対策を考えているか。

消防車、救急車が入れない、入りにくい集落はどれくらいあるか。

また、整備、改良を要望している地区はどれくらいあるか。

市の整備、改良計画は。

職員の定員管理の適正状況は。

質問の要旨 ・ 質問内容の説明

教育について

市長が本年３月定例会で約束した、65歳以上が50%を超えている

行財政改革について 事務事業効率化の進展状況は。

学校図書館の重要性を認識し、図書館司書の常勤化を。

過疎化対策について

６
月
１
７
日

（
木

）

2
清國　仁士

（１２番）

国東町畜産公社の

再活用について

宮永　英次
（１８番）
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その施策は。

5
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７
日

（
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）

3

4

思うが、市長の考えは。

観光ニーズの多様化に伴い、本市のみでは対応できないのが現状

本市の浮揚策は観光に力点を置き流入人口の増加を図ることと観光行政について

観光案内ガイドの発掘、養成が急務と思うが、有償ボランティア制度

合併後取り組んできた行財政改革で生じた効果額を、市民生活に

を創設する考えは。

のでは。

還元すべきでは。市道の整備、防犯灯・街路灯の整備、側溝・排水路

その改善に市が果たす役割をどう考えているか。

から遠い地域は2台必要と考えるが。

消防団員の85%が勤労者であり、昼間の火災等の場合は、機能低下

が心配される。抜本的対策として、消防署の位置を見直す必要がある

財務書類の公表をどのようにするのか。

防災と消防組織に 消防団再編について、本年度は1,017人体制、平成24年度には900人

ついて 体制にする予定だが、毎年50人ずつ削減するのか。

部制に統一されたが、現在各班にある小型ポンプはいつまで市が

いるか。

財務書類をどのように活用するのか。

漁業後継者問題に 第一次産業、特に漁業従事者の後継者不足が深刻である。

であり、広域的な連携が求められる。対応をどのように進めるか。

住環境整備について

公会計改革について

明石　和久
（１３番）

管理するのか。

将来的に、ポンプが各部に1台というのは不安である。特に、消防署

経費節減について 税金等の通知が何通も送られてくるが、一括送付できないか。

後継者の育成策として、漁業体験実習生の公募、養成も一つの方策

と思うが、積極的に取り組む考えはないか。

ついて

馬場　將郎
（５番）

木付　親次
（８番）

各地域のすべての集会所や公共施設に防災無線は設置されて

の整備　等、今後の整備計画は。

行財政改革について 平成22年度に終了する大綱及び行政改革プランの新たな計画は。

行革を担当する部署の体制は。

担当部を超えた横断的な通知が可能では。
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1 ①

② 統合される出張所は、署となるのか分署となるのか。

③
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2
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1

ついて

特別救助隊を設置するのか。

救急隊は予備隊ができるのか。

消防本部を移転するのか。

伊牟田　洋史
（９番）

消防署安岐出張所と

計画について

武蔵出張所の統合

空家、空農地の調査はしているのか。していれば、どれだけ把握でき

「技術マスター」制度を地元企業と共同で設立してはどうか。

ているか。

仕事がなくＵターンできない方の勧誘策として、市職員の採用枠の

うち２名程度をＵターン者にしてはどうか。

「まちおこし課」を作って、観光、環境、農業など一体的に推進する

ゴミの分別収集方法 びん、かん、ペットボトルについては、指定場所に可搬式のコンテナを

住宅手当について

取組みについて

について

人口減少に歯止めをかけ、空家を蘇生させる策としてＵＪＩターンの

定年者のＵＪＩターンの勧誘策として、長年培った技術を活かせる

まちおこしの促進に

受け入れがあるが、どのように考えているか。

ように考えているか。

人口が減少し、シャッター通り、空家が増加している中、対策をどの

設置して収集できないか。

必要があると思うがどうか。

支払対象者はどの範囲か。

向陽台で発生の異臭 平成15年9月の問題発生以来、約7年が経過する。これまでの経緯、

問題の経過と今後の 取組みと、今後の対策は。

ごみ袋の減額補助ができないか。

秋國　良二
（１９番）

野田　忠治
（１４番） 行財政改革の効果額 子宮頸がん予防ワクチンや水痘ワクチン等の公費助成をし、行財政

の還元について 改革の効果額の一部を市民に還元することはできないか。また、

住宅手当は職員に毎月支払われているのか。どのような趣旨で、
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） 農家への支援対策について

丸小野　宣康
（１５番）

4 市有林クヌギの販売は。

オリーブ栽培について 加工施設の整備は。

口蹄疫対策について 予防体制は。

販路の計画は。

市有林の保育の現況と今後の保育計画は。

鹿肉等の有効利用対策は。

森林の保護対策と ヒノキの保護対策と防護ネット設置事業の拡大について

整備について 駆除班の増強と狩猟期間中の報奨金交付について
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